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示告催開

長崎県建設産業労働組合
執行委員長 相川 哲男

代議員立候補告示

本部役員立候補告示

第
８２
回
長
崎
地
区
メ
ー
デ
ー

が
、「
す
べ
て
の
働
く
者
の
連

帯
で
自
由
で
平
和
な
世
界
と
希

望
の
も
て
る
安
心
で
豊
か
な
社

会
を
つ
く
ろ
う
！
」
を
メ
イ
ン

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
五
月
一
日
�
長

崎
水
辺
の
森
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

集
会
で
は
、
今
年
三
月
に
発

生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
復
興

を
支
援
し
よ
う
！
含
む
ス
ロ
ー

ガ
ン
・
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
五

項
目
と
特
別
決
議
、
総
括
し
て

の
「
メ
ー
デ
ー
宣
言
」
を
、
三
、

六
〇
〇
名
（
主
催
者
発
表
）
参

加
者
全
員
で
採
択
し
ま
し
た
。

当
日
、
建
設
長
崎
か
ら
は
、

組
合
員
・
主
婦
会
・
書
記
局
員

合
わ
せ
約
五
〇
人
が
参
加
。

集
会
前
に
五
島
町
公
園
に
集

合
し
、
長
崎
市
内
を

行
進
。

ま
た
、
メ
イ
ン
会

場
入
口
で
は
、
建
設

技
能
者
の
仕
事
確
保

の
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
配
布
を
行
い

ま
し
た
。 建設長崎第６６回定期大会

組合員各位 平成２３年５月１２日

記

組合は規約第２２条から第２５条に基づき、下記要領で大会を開催致し
ます。
開 催 日 時 平成２３年７月１６日� 午前９時受付、午前１０時開会

～１７日� 午後３時閉会予定
開 催 場 所 雲仙小浜勤労者体育センター
目 的 １年間の組合運動の総括（経過と決算）、新年度の運

動方針と予算、新役員の選出等を審議する最高決議機
関として開催します。

内 容 １．平成２２年度 活動経過報告承認の件
１．平成２２年度 会計決算報告承認の件
１．平成２３年度 運動方針（案）決定の件
１．平成２３年度 一般会計予算（案）決定の件
１．平成２３年度 役員改選に関する件
１．その他の件

組合規約第２２条、大会運営規定第３条に基づき、総数１２０名（各支
部に選出数割り当て）を選出します。
立候補届受付 ・受付期間 ２０１１年６月３０日� 午後４時迄

（土、日除く）第１、第３、第５土は１２時迄
・受付会場 県下１５支部の各支部事務所

尚、立候補者が定数内の場合は、従来通り信任投
票を行わず、立候補者全員無投票当選とします。

立候補制限 組合費等を４ヵ月以上滞納している組合員は除きます。

組合規約第３８条、役員選出規定第７条、８条に基づき、本部役員に
立候補する者は所属支部の推薦を受け、原則として大会の２週間前ま
でに選挙管理委員長に届け出て下さい。

《平成２３年度賃金改定内容》
平成２３年度の賃金改定にあたり、３月２２日に開催した第５回本部執行委員会で提
案し、各支部の意向をとりまとめ、次のとおりで決定しました。
１ 現行賃金について 「就労日数の確保を図るとともに可能な限り引き上げに
努力する。」
２ 目標賃金について 「目標賃金は２４，０００円とします」
３ 実施時期について 「平成２３年４月１日より実施」

国
保
予
算
の
概
算
要
求
に
向
け
た

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
に
ご
協
力
を
！

平
成
二
十
四
年
度
国
保
予
算

の
概
算
要
求
に
向
け
た
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
を
、
五
月
下
旬
か
ら

六
月
末
迄
行
い
ま
す
。
組
合
員
、

家
族
の
一
人
一
人
の
声
を
直
接

厚
生
労
働
省
に
訴
え
る
絶
好
の

機
会
で
す
。
国
保
組
合
の
安
定

運
営
の
為
、
ま
た
国
保
組
合
制

度
を
将
来
に
渡
っ
て
守
っ
て
い

く
事
に
つ
な
が
る
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
の
取
り
組
み
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
昨
年
の
取
り
組
み
で
は

一
万
七
千
二
百
十
四
枚
、
集
約

率
九
十
八
％
の
結
果
が
出
て
お

り
、
結
果
平
成
二
十
三
年
度
国

保
組
合
予
算
に
お
い
て
現
行
補

助
水
準
を
確
保
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日

各
支
部
を
通
じ
て
組
織
配
布
を

行
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
特

段
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

要
請
ハ
ガ
キ
は
直
接
投
函
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

各
支
部
に
て
集
約
し
ま
す
。 【

要
請
先
】

〒
一
〇
〇
―
八
九
一
六

東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
一
―
二
―
二

中
央
合
同
庁
舎
第
五
号
館

厚
生
労
働
省

保
健
局
長
殿

厚
生
労
働
省

大
臣
官
房
審
議
官

医
療
保
険
担
当
殿

厚
生
労
働
省

国
民
健
康
保
険
課
長
殿

厚
生
労
働
省

国
民
健
康
保
険
課
長
補
佐
殿

May
No.551
２０１１年５月１５日

１部２０円 組合員の購読料は組合費に含みます
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〔青年部大会開催のお知らせ〕
１．日 時 平成２３年６月２８日�

午後７時～
１．会 場 北部コミュニティセンター

（西彼時津町日並）

第第
８８２２
回回
長長
崎崎
地地
区区
メメ
ーー
デデ
ーー

働働
くく
者者
のの
連連
帯帯
でで
希希
望望
のの
もも
てて
るる

豊豊
かか
なな
社社
会会
のの
実実
現現
をを
！！

5／1

5

�
配
布
さ
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
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建設長崎各支部対抗ソフトボール大会組合表�

優勝　大村支部�

1
諫
早
支
部
�

2
佐
世
保
北
支
部
�

3
大
浦
支
部
�

4
浦
上
東
支
部
�

5
西
彼
支
部
�

6
平
戸
支
部
�

7
島
原
支
部
�

8
中
央
支
部
�

9
佐
世
保
中
央
支
部
�

10
北
松
支
部
�

11
東
長
崎
支
部
�

12
市
南
支
部
�

13
佐
世
保
東
支
部
�

14
浦
上
西
支
部
�

15
大
村
支
部
�

17 1 0 18 7 8 2 18 0 14 12 2 14 6

712431226

9 3 3 15

83

9

2011.5.15（1試合50分）�
同点の時は、ジャンケン�

真
夏
の
太
陽
を
思
わ
せ
る
強

い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
五
月

晴
れ
の
、
五
月
十
五
日
�
、
建

設
長
崎
各
支
部
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大

会
が
琴
海

北
部
グ
ラ

ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま

し
た
。

開
会
式

で
は
、
見

事
八
連
覇

を
達
成
し

た
大
村
支

部
よ
り
優

勝
旗
の
返

還
、
続
い

て
昨
年
準

優
勝
諌
早

支
部
の
村

上
さ
ん
が

選
手
宣
誓

を
行
い
ま

し
た
。

今
大
会
の
注
目
は
、
大
村
支

部
が
優
勝
し
連
続
優
勝
記
録
を

更
新
す
る
か
、
そ
れ
と
も
新
た

に
王
者
と
な
る
支
部
が
現
れ
る

の
か
、
各
支
部
と
も
気
合
い
十

分
。
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の

コ
ー
ト
に
別
れ
て
試
合
開
始
。

各
コ
ー
ト
で
は
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
好
プ
レ
ー
、
珍
プ

レ
ー
が
飛
び
出
す
た
び
に
会
場

か
ら
大
き
な
歓
声
や
拍
手
が
湧

き
あ
が
り
ま
し
た
。

一
発
勝
負
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
、
実
力
だ
け
で
な
く
運
も

味
方
に
つ
け
な
け
れ
ば
勝
て
ま

せ
ん
が
、
や
は
り
優
勝
候
補
と

目
さ
れ
る
チ
ー
ム
は
順
当
に
勝

ち
上
が
っ
て
き
ま
す
。

大
会
は
予
定
通
り
に
進
み
、

な
み
い
る
強
豪
を
打
ち
破
り
勝

ち
上
が
っ
て
き
た
決
勝
進
出
の

二
チ
ー
ム
は
、
ま
ず
連
覇
を
目

指
す
大
村
支
部
、
そ
し
て
同
じ

く
県
央
の
諫
早
支
部
と
昨
年
の

決
勝
戦
と
同
じ
カ
ー
ド
と
な
り

ま
し
た
。

諫
早
支
部
が
昨
年
の
雪
辱
を

晴
ら
し
優
勝
旗
を
手
に
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
再
び
大
村
支
部

が
優
勝
旗
を
持
ち
帰
る
の
か
、

会
場
中
が
固
唾
を
飲
ん
で
見
守

る
中
、
決
勝
戦
の
開
始
。

連
戦
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
両

チ
ー
ム
と
も
決
勝
戦
に
ふ
さ
わ

し
い
プ
レ
ー
の
応
酬
。

結
果
は
、
諫
早
支
部
の
奮
闘

及
ば
ず
、
八
対
三
で
、
大
村
支

部
が
優
勝
。

閉
会
式
で
は
、
大
村
支
部
の

九
連
覇
を
称
え
優
勝
旗
の
贈
呈
、

ま
た
、
準
優
勝
の
諫
早
支
部
に

は
、
ト
ロ
フ
ィ
贈
呈
が
お
こ
な

わ
れ
、
今
年
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

若
年
技
能
者
の
育
成
、
そ
し

て
技
能
継
承
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
「
建
設
長
崎
青

年
技
能
競
技
大
会
」
が
今
年
は

長
与
町
の
高
等
技
術
専
門
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
の
参
加
者
は
、
八
名

と
少
な
か
っ
た
が
、
全
建
総
連

第
二
十
七
回
全
国
青
年
技
能
競

技
大
会
の
予
選
会
も
兼
ね
て
お

り
、
各
選
手
と
も
真
剣
な
表
情

で
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

大
会
は
、
課
題
の
「
四
方
転

び
踏
み
台
」
を
製
図
・
実
技
を

六
時
間
十
五
分
（
全
国
大
会
は

六
時
間
）
で
完
成
さ
せ
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

製
図
は
概
ね
一
時
間
ほ
ど
で

終
わ
り
、
引
き
続
き
実
技
に
取

り
掛
か
り
ま
す
。
書
き
上
げ
た

製
図
を
基
に
墨
つ
け
、
鉋
か
け
、

切
込
み
な
ど
見
事
な
手
際
で
作

業
を
進
め
て
い
き
、
最
後
に
は

入
念
な
チ
ェ
ッ
ク
、
そ
し
て
微

調
整
を
お
こ
な
い
、
各
選
手
と

も
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
た
素
晴
ら
し
い
作
品
が
完
成

し
て
い
き
ま
す
。

選
手
に
と
っ
て
は
、
長
い
よ

う
で
短
い
競
技
時
間
の
六
時
間

十
五
分
が
終
わ
り
、
審
査
員
に

よ
る
厳
正
な
審
査
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。

甲
乙
つ
け
難
い
審
査
の
結
果
、

見
事
金
賞
を
手
に
し
た
の
は
、

北
松
支
部
の
和
田
茂
史
さ
ん
。

続
く
銀
賞
に
は
、
佐
世
保
中
央

支
部
の
、
瀬
尾
友
謙
さ
ん
。
銅

賞
に
は
、
大
村
支
部
の
、
上
村

良
一
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し

ま
し
た
。

金
、
銀
、
銅
賞
の
三
人
は
、

九
月
十
九
日
か
ら
横
浜
市
の
パ

シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
さ
れ
る

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
へ
、

建
設
長
崎
の
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
す
。

今
回
の
大
会
よ
り
金
銀
銅
賞

に
は
メ
ダ
ル
と
金
一
封
が
、
ま

た
出
場
選
手
へ
の
特
典
と
し
て
、

奨
励
賞
と
し
て
金
一
封
を
、
更

に
技
能
士
の
試
験
を
受
検
す
る

際
の
受
検
費
用
（
一
回
の
み
）

を
、
組
合
よ
り
補
助
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
技
能
士

の
受
検
を
考
え
ら
れ
て
い
る
方

は
、
是
非
来
年
の
技
能
競
技
大

会
へ
の
出
場
を
検
討
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
古
井
）

【
大
会
出
場
選
手
】（
敬
称
略
）

木
村

英
和
（
諫
早
支
部
）

比
嘉

誠
（
諫
早
支
部
）

上
村

良
一
（
大
村
支
部
）

瀬
尾

友
謙
（
佐
世
保
中
央
支
部
）

辻

悟
（
佐
世
保
中
央
支
部
）

大
島

和
敏
（
佐
世
保
中
央
支
部
）

筒
井

健
二
（
北
松
支
部
）

和
田

茂
史
（
北
松
支
部
）

や
は
り
強
か
っ
た
大
村
支
部

九
連
覇
の
偉
業
達
成
！

各支部対抗
ソフトボール
大会

建建設設長長崎崎
青青年年技技能能競競技技大大会会
長与の長崎県立長崎高等技術専門校で開催

上村 良一
（大村支部）

銅
賞

和田 茂史
（北松支部）

金
賞

瀬尾 友謙
（佐世保中央支部）

銀
賞

�
優
勝

大
村
支
部

�
準
優
勝

諫
早
支
部

▲選手宣誓をする村上青年部事務局長

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５１号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）５月１５日発行



＊補助対象となる改修工事

次の条件をすべて満たす工事（市によって店舗も利用できますし、若干条件が市によって違うところもあり
ますので、詳細は当該市へお尋ね下さい）
●市内に所有かつ居住または居住予定の住宅の改修工事であること。
※新築・増築・外構工事、器具のみの設置など対象とならない工事もあります。

●市内の施工業者（市内に本社がある法人〈営業所のみは不可〉または市内に住所がある個人の施工業者）
に発注した工事であること。

●対象となる工事費が長崎市・佐世保市・雲仙市は２０万円以上、平戸市・南島原市・五島市は３０万円以上で
あること。（税抜き）

●平成２４年１月３１日までに工事が完了し、工事代金の支払いを終えることができるもの。
※補助金の交付決定前に工事に着手した場合は補助対象となりません。

＊補助金額

補助対象となる工事費（税抜き）の１０％（雲仙市のみ２０％）を補助します（千円未満切り捨て）。
限度額は長崎市・佐世保市・平戸市・五島市は１０万円、雲仙市・南島原市は２０万円です。
※関係法令に適合していない場合は、補助を受けることができない場合があります。
※すでに市の他の補助を受けている場合、または受ける予定の工事箇所は補助対象になりません。
※当補助金は、予算が無くなり次第、終了させていただきます。

＊申請できる方（補助対象者）

次の条件をすべて満たす方
●市内に住宅を所有し、現にその住宅に居住または居住を予定している者。
※完了実績報告書提出までに対象住宅に住所があること。

●市税の滞納がないこと。※この補助金は、同一人、同一箇所、同一住宅について、１回限りしか受けられ
ません。
※マンションなどの集合住宅は専有部分のみを対象とします。

＊その他ご注意いただくこと

※交付が決定した後に、交付要件に該当しないことが判明した場合や、期限内に工事が完了しないまたは工
事代金の支払いを終えることができない場合は、交付決定を取り消すことがあります。

※各書類の提出期限が守られない場合は、補助金のお支払いができないことがあります。
※市では施工業者の斡旋、指定は行っていません。

※悪質な訪問販売などにご注意を！巧妙な手口を使った、悪質な業者からの勧誘が予想されます。
「今だけ」「すぐに」などと契約を急がせる業者にはご注意を！「おかしいな」と思ったら早めにご相
談ください。

リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助
制
度

…
地
域
住
宅
交
付
金
に
よ
る
助
成

経
済
の
活
性
化
及
び
既
存
住
宅
の
質
の
向
上
や
長
寿
命
化
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、

市
内
に
所
有
し
て
い
る
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
市
内
の
業
者
に
発
注
す
る
場
合

に
、
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

現在、長崎市・佐世保市・平戸市・雲仙市・
南島原市・五島市の６市でリフォーム補助実施。

お知らせ
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
申
請
件
数
の
増
加
で
予
算
を
使
い
切
っ
て
し
ま
う

見
通
し
か
ら
、
対
象
工
事
期
間
が
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

（
変
更
前
）平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日
迄

���
に
着
工
着
手
し
た
新

築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

（
変
更
後
）平
成
二
十
三
年

七
月
三
十
一
日
迄

※
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
期
限
・
交
換
期
限
は
変
更
な
し
。

毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）５月１５日発行建 設 長 崎第５５１号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�



職
人
太
鼓

佐
世
保
北
支
部 東

日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
合
同
コ
ン
サ
ー
ト

建
設
長
崎
「
職
人
太
鼓
」
は

四
月
二
十
四
日
�
に
、
長
崎
県

立
大
学
シ
ー
ボ
ル
ト
校
の
大
講

義
室
で
、
シ
ー
ボ
ル
ト
大
学
の

太
鼓
サ
ー
ク
ル
「
虹
太
鼓
」
と

合
同
で
和
太
鼓
の
演
奏
披
露
会

を
催
し
ま
し
た
。

建
設
長
崎
職
人
太
鼓
は
、
今

年
で
結
成
二
十
二
年
目
。
現
在

の
メ
ン
バ
ー
で
再
結
成
し
て
か

ら
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。
同
様

に
、「
虹
太
鼓
」
も
結
成
五
年

目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、「
合

同
コ
ン
サ
ー
ト
」を
略
し
て「
Ｇ

Ｏ
コ
ン
」
と
称
し
、
五
年
目
と

い
う
節
目
の
集
大
成
の
年
と
し

て
、
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
被

災
者
の
一
助
と
な
れ
ば
と
い
う

事
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
も
目
的

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

「
建
設
職
人
と
女
子
大
学

生
」
と
い
う
異
色
の
取
り
合
わ

せ
で
企
画
か
ら
全
て
行
い
、
案

内
チ
ラ
シ
や
当
日
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
も
自
作
し
、
建
設
長
崎

の
名
前
を
前
面
に
出
し
て
、
組

合
の
宣
伝
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
自
ら
目
標
を
立
て
て
の
開

催
だ
け
に
、
毎
週
火
曜
日
の
練

習
に
加
え
、
日
曜
日
も
合
同
で

行
う
な
ど
気
合
の
入
っ
た
練
習

も
し
て
き
ま
し
た

当
日
は
三
百
名
入
る
会
場
が

ほ
ぼ
満
席
に
な
り
、
緊
張
も
し

ま
し
た
が
、
そ
こ
は
「
職
人
」

現
場
に
出
れ
ば
待
っ
た
な
し
が

日
常
。
今
日
は
現
場
が
ス
テ
ー

ジ
に
変
わ
っ
た
だ
け
の
話
し
。

気
合
を
入
れ
て
演
奏
ス
タ
ー
ト
。

虹
太
鼓
の
メ
ン
バ
ー
と
の
コ
ラ

ボ
も
交
え
な
が
ら
、
全
十
二
曲

を
演
奏
。
終
え
た
時
に
は
、
さ

す
が
に
体
中
の
力
を
出
し
切
っ

た
感
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
来
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え

た
か
、
そ
こ
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
大
き
な
拍
手
を
頂

け
た
よ
う
で
、
ひ
と
安
心
。
今

回
の
経
験
を
次
に
繋
げ
、
も
う

一
歩
前
進
す
る
た
め
に
も
、
更

な
る
練
習
を
重
ね
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

無
事
今
回
の
「
Ｇ
Ｏ
コ
ン
」

を
や
り
終
え
る
事
が
で
き
ま
し

た
の
も
、
演
奏
指
導
頂
い
た
、

西
方
小
天
鼓
の
戎
谷
先
生
、
併

せ
て
建
設
長
崎
に
も
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
虹

太
鼓
の
皆
さ
ん
ほ
か
、
多
く
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に
協
賛
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協

力
の
お
か
げ
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
、
皆
さ
ん
か
ら
募
金
し

て
頂
い
た
金
額
は
十
六
万
七
、

八
二
〇
円
で
し
た
。
日
本
赤
十

字
社
を
通
じ
被
災
地
の
復
興
の

た
め
に
寄
付
さ
せ
て
戴
き
ま
し

た
。

（
井
関
）

賃
金
・
仕
事
確
保
に
協
力
の
呼
び
か
け

五
月
八
日
�
、
佐
世
保
北
支

部
で
は
島
の
瀬
公
園
前
に
お
い

て
、
賃
金
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
を

組
合
員
六
名
と
主
婦
会
二
名
、

合
計
八
名
で
、
行
い
ま
し
た
。

四
ヶ
町
の
人
通
り
は
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
最
終
日
と
は
、

思
え
な
い
ほ
ど
少
な
く
、
東
日

本
大
震
災
の
影
響
か
、
他
の
所

に
観
光
へ
行
か
れ
て
い
る
の
か

と
思
い
な
が
ら
、「
組
合
員
へ

の
仕
事
確
保
と
賃
金
に
ご
協
力

を
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
、
通

行
人
の
方
に
配
り
ま
し
た
。

時
に
は
、「
見
積
も
り
を
頼

ん
だ
の
に
、
そ
の
後
連
絡
が
な

に
も
な
い
」
と
か
、
組
合
員
さ

ん
の
近
所
の
方
か
ら
「
何
し

と
っ
と
？
」
と
質
問
が
あ
っ
た

り
し
て
、
組
合
員
さ
ん
も
懇
切

丁
寧
に
説
明
し
、
配
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

今
回
も
、
和
気
藹
々
と
配
る

こ
と
が
出
来
、
暑
い
中
本
当
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。（

渕
上
）

「建設職人にも退職金…４０年で５６３万円の給付」

建設業退職金共済制度（建退共）は建設業に

従事する人を対象にした国の退職金制度です。

加入者の掛金に国の補助が加算される仕組み

で、長く掛ければ掛けるほど有利になります。

演
奏
曲
説
明（
抜
粋
）

《
屋
台
ば
や
し
》

四
百
年
以
上
続
く
日
本
の

伝
統
的
な
祭
り
の
山
車
の
中

で
打
ち
継
が
れ
て
い
る
囃
子

を
、
舞
台
用
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
曲
で
す
。
祭
り
が
始
ま
り

そ
う
な
笛
の
音
と
中
太
鼓
の

打
ち
込
み
は
、
ま
さ
に
和
太

鼓
の
豪
快
さ
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

あ
ぜ
く
ら

《
校
倉
》

軽
快
な
ベ
ー
ス
の
中
で
、

低
い
姿
勢
で
横
か
ら
打
ち
込

む
「
横
打
ち
」
と
い
う
打
法

を
用
い
て
お
り
、
伝
統
的
な

建
築
様
式
「
校
倉
造
り
」
か

ら
命
名
し
た
曲
。

《
永
遠
に
》

笛
が
入
っ
て
い
る
時
は

ゆ
っ
く
り
と
し
た
テ
ン
ポ
で

す
が
、
後
半
は
テ
ン
ポ
ア
ッ

プ
し
て
、
打
ち
手
、
聞
き
手

共
に
楽
し
め
る
。
前
列
の
中

太
鼓
と
後
列
の
桶
太
鼓
・
締

め
太
鼓
が
違
っ
た
リ
ズ
ム
で

絡
ん
で
ゆ
く
構
成
の
曲
。

《
歓
び
の
音
》

太
鼓
を
打
て
る
喜
び
、
人

生
の
中
で
見
え
る
様
々
な
喜

び
を
表
現
す
る
曲
で
、
太
鼓

以
外
に
も
、
チ
ャ
ッ
パ
な
ど

の
楽
器
も
混
じ
り
、
テ
ン
ポ

も
よ
く
、
賑
や
か
で
楽
し
い

曲
。

二級建築施工管理技士【建築】
受験対策講習会のお知らせ
受講申込受付 今月より随時受付

講 習 場 所 長崎建設技術専門学院（０９５－８６１－９２６１）

講 習 期 間 平成２３年７月上旬～１０月下旬まで（２８日間予定）

講 習 時 間 毎週３回（月・水・金）予定 午後６時３０分～９時まで

受 講 料 ２５，０００円

講 習 内 容 建築一般�・建築１般�・安全管理・施工計画
品質管理・工程管理・法規�・法規�・実技全般

募 集 人 員 １０名（最低５名以上で実施）

受 験 資 格 （実務経験）

高等学校（指定学科卒）３年以上

指定学科以外卒業後４年６ヶ月以上 実務経験者８年以上

大学・専門校により実務経験は異なります

※受講希望者で早目の申込があれば、願書は学院で準備します。

月掛金

６，５５０円

平成１５年１０月１日より

一
人
親
方
に
も
適
用

事
業
主
が
従
業
員
の
た
め
に
加
入
す
る

の
が
基
本
で
す
が
、
一
人
親
方
も
加
入
で

き
ま
す
。
月
々
の
掛
金
は
６
、５
５
０
円
、

組
合
が
事
務
組
合
と
な
っ
て
、
一
切
の
事

務
手
続
き
を
代
行
し
ま
す

退
職
金
は
、
独
立
し
て
事
業
主
に
な
っ

た
時
、
建
設
業
以
外
に
転
職
し
た
時
、
ケ

ガ
な
ど
で
建
設
業
で
働
け
な
く
な
っ
た
時
、

５５
歳
に
な
っ
た
時
な
ど
に
給
付
さ
れ
ま
す
。

建設業退職金共済（建退共）

掛金総額と給付金表

実質掛金総額

１５７，２００円

３９３，０００円

７８６，０００円

１，１７９，０００円

１，５７２，０００円

１，９６５，０００円

２，３５８，０００円

２，７５１，０００円

２，９０８，２００円

３，１４４，０００円
●この退職金表は、２００３年１０月以降からはじめた人の場合です。
退職金水準の見直しは、数年毎に行われます。

●退職金支給額は、共済手帳に配布された証紙２１枚分を１ヵ月
とみなして計算します。

退職金数

１５６，２４０円

４０８，１７７円

９３６，７８９円

１，５４８，０７８円

２，２０５，５８８円

２，９２７，５４７円

３，７１７，８６１円

４，６１０，３８２円

４，９９９，６８０円

５，６３３，７５４円

年数（月数）

２年（２４月）

５年（６０月）

１０年（１２０月）

１５年（１８０月）

２０年（２４０月）

２５年（３００月）

３０年（３６０月）

３５年（４２０月）

３７年（４４４月）

４０年（４８０月）

二二級級建建築築士士（（製製図図））受受験験対対策策講講座座
受受講講生生募募集集

二級建築士試験合格を目指して、二級建築士講座を開講致します。ご希望の方は申込
書にてお申込下さい。（但し、開催最低人数５名。人数が達しない場合は中止となる場
合があります。）

記
１．講習期間 平成２３年７月上旬より 開始予定～全２７回

（原則 月・水・金曜日、急遽日程変更がある場合があります。）
２．講習内容 計画・力学・構造・法規・施工
３．講習時間 午後６時３０分～午後９時００分まで
４．受 講 料 ４５，０００円（テキスト代等別途）
５．受付期間 随時受付。申込書の持参か郵送、又はFAXにて受付致します。
６．受付場所 長崎市城山町１７－５８

長崎県建設技術専門学院本部
TEL ０９５‐８６１‐９２６１ FAX０９５‐８６１‐９２７３

シーボルト大学「虹太鼓」とコラボ� 十二曲を演奏

退職
金が
ある
と

老後
も安
心で
す

四ヶ町公園前で賃金ティッシュ配布

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５１号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）５月１５日発行
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～メタボ予防に着目した健康診断～診健定特

～健康生活を応援します～導指健保

メタボリックシンドロームとは？

健
康
診
断
は

組
合
の
特
定
健
診
、

ま
た
は
各
地
域
で
の

巡
回
健
診
で

受診しやすい医療機関を選択し、ご都合の良い日時を直接予約すると受診で
きます。お仕事などで決められた日時に受診できなかったときも再度予約すれ
ば受診できますので大丈夫。くれぐれも先延ばしにしないようお早めに受診い
ただくことをおすすめします。

健診後、健診結果が通知されます。健診結果に基づきメタボ
リックシンドローム（内臓脂肪症候群）の有病者や予備群の方々
を対象に生活習慣病の予防と改善のための保健指導と支援が保
健師により行われます。対象者となった方々は、放置しないで
自分の健康状態を知り保健師と一緒に無理のない生活習慣等の
改善方法を見つけ実践していきましょう。

対象者の皆様にはメタボ予防と保健指導が無料で受けられる
利用券をお送りしますので積極的に利用して下さい。

高血圧や糖尿病などの生活習慣病は各々独立

した病気ではありますが、その根元にあるの

が内臓に脂肪が蓄積される肥満にあります。

その内臓脂肪型肥満によって様々な病気を引

き起こしやすい状態をメタボリックシンド

ローム（内臓脂肪症候群）といいます。

自覚症状がなく気づかないうちに進行する生活習慣病の早期発見と予防に

健康診断を受けましょう健健康康診診断断をを受受けけままししょょうう
■長建国保の特定健診に胸部レントゲン検査を加えた組合特別
健診が出来る医療機関（県内１８ヵ所）

０９５‐８４６‐１８８８

０９５‐８７１‐１５１５

０９５‐８２１‐１３６７

０９５‐８５７‐３０００

０９５‐８５６‐１１１２

０９５‐８６１‐１４７７

０９５‐８２２‐３２５１

０９５‐８６１‐１１１１

０９５‐８２１‐１２１４

０９５‐８４１‐９６１２

０９５‐８４８‐９１７１

０９５‐８７９‐０７０５

０９５６‐４９‐３３７７

０９５７‐２７‐２１２７

０９５７‐５２‐２１６１

０９５０‐２８‐１１１３

０９５‐８２２‐３１５１

０９５６‐３３‐５３３５

長崎市小峰町

長崎市深堀町

長崎市大浦町

長崎市滑石

長崎市虹が丘町

長崎市富士見町

長崎市新地町

長崎市淵町

長崎市籠町

長崎市茂里町

長崎市花丘町

長崎市上戸町

佐世保市田原町

諫早市多良見町

大村市古賀島町

平戸市草積町

長崎市油屋町

佐世保市大和町

聖フランシスコ病院

長崎記念病院

大浦診療所

長崎北徳州会病院

虹が丘病院

さとう内科医院

長崎市立市民病院

長崎市立病院成人病センター

十善会病院

長崎原爆病院

花丘診療所

上戸町病院

久保内科病院

長崎原爆諫早病院

市立大村市民病院

平戸市民病院

ながさき内科・リウマチ科病院

佐世保中央病院

長建国保に１年以上加入している４０～７５歳未満の方で、特定

健診受診券の交付を受けている方

組合指定の医療機関

（「特定健診実施機関一覧表」に記載されている医療機関）

※一覧表に記載されていない健診機関では受診することができません。

ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願いします。

○受診券 ○質問票 ○保険証

・身体計測 ・血圧 ・血中脂質検査 ・肝機能検査 ・血糖

検査 ・尿検査 ・問診

※一部の医療機関では「組合特別健診」として胸部Ｘ線検査も行います。

※上記以外で医師の判断により下記詳細な検査が行われる場合があります。

・貧血検査 ・心電図検査 ・眼底検査

受診券にて受診した場合に限り自己負担はありません。

受診券に記載されている有効期限までに受診して下さい。

対象者

受診できる医療機関

申込方法

健診に必要なもの

検査項目

自己負担

受診できる期間

特
定
健
診
の
ご
案
内
と

受
診
券
を
郵
送
し
ま
す

受
診
券
の
他
に
、「
特
定
健
診
実
施

機
関
一
覧
表
」・「
質
問
票
」「
巡
回
健

診
申
込
書
」
を
同
封
し
て
い
ま
す
の
で

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

■受診方法

上記の受診出来る医療機関より受診先を選んで下さい。

�
選んだ医療機関に、直接電話予約を行います。予約の際に

は「長建国保の特定健診に胸部レントゲン検査を加えた組

合特別健診をお願いします」と一言添えて下さい。

�
受診日当日

○特定健康診査受診券 ○保険証 ○質問票（記入しておく）

忘れずに医療機関窓口へお持ち下さい。

健診機関一覧表

案内パンフレット

質問票

特定健診受診券

巡回健診申込書

毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）５月１５日発行建 設 長 崎第５５１号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）５�



～組合独自で行う健康診断～

診健回巡

各地区巡回型による健康診断は、
土・日や祝日を利用して実施します
ので、日頃からお忙しい皆様にも年
に一度の健康チェックとしてご利用
いただけます。また正規の特定健診
以外のオプション検査（希望者の
み）もご用意しています。

【選択検査】（全額自己負担）

検査料金
（税込）

３，３００円

２，５００円

３，５００円

検査項目
（希望者のみ）

肝炎検査
（Ｂ型・Ｃ型）

子宮頸がん検査
（自己採取法）

喀痰細胞診
（肺癌三日間蓄痰）

検査料金
（税込）

２，０００円

２，５００円

１，３００円

検査項目
（希望者のみ）

前立腺がん検査

胃がん検査
（ペプシノーゲン）

大腸がん検査

【巡回健診実施予定会場】 ※健診時間は、健診時間帯において個別に時間指定をさせていただきます。

申込締切日

平成２３年８月２３日

平成２３年８月２３日

平成２３年８月２３日

平成２３年９月２２日

平成２３年９月２２日

平成２３年９月３０日

平成２３年１０月５日

平成２３年１０月５日

平成２３年１０月１９日

平成２３年１０月２６日

平成２３年１０月２６日

※実施会場につきましては、申込者数の状況や会場予約の関係上、変更させていただく場合があります。
会場変更の場合は組合新聞「建設長崎」にてお知らせ致します。

会 場

諫早文化会館

島原文化会館

ビッグNスタジアム会議室

佐々町文化会館

平戸市文化センター

長崎市民会館

東彼杵町総合会館

佐世保市民会館

長崎南商工会本所

大村市民会館

時津町北部コミュニティセンター

健診時間帯

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後３時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後３時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

午前９時３０分～午後１時

実施日

平成２３年９月２３日�

平成２３年９月２４日�

平成２３年９月２５日�

平成２３年１０月２２日�

平成２３年１０月２３日�

平成２３年１０月３０日�

平成２３年１１月５日�

平成２３年１１月６日�

平成２３年１１月１９日�

平成２３年１１月２６日�

平成２３年１１月２７日�

長建国保に１年以上加入している４０～７５歳未満の方で、特定
健診受診券の交付を受けている方

ご希望の健診会場を選択の上、所定の巡回健診申込書を申込
締切日までに組合窓口へ提出して下さい。
（郵送又は FAXでも受け付けています。）

○受診券 ○質問票 ○保険証
○実費（選択検査申込者のみ）

身体計測・血圧・血中脂質検査・肝機能検査・血糖検査・尿検
査・痛風検査・胸部Ｘ線検査・問診・視力・聴力・貧血検査・
心電図検査

上記検査項目（必須）を受診券で受診した場合に限り自己負
担はありません。但し、選択検査（希望者のみ）については、
検査料金については全額自己負担（当日現金払）となりますの
でご確認の上、お申込下さい。

対象者

申込方法

健診に必要なもの

検査項目（必須）

自己負担
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